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2025年12月期上半期 連結業況

◼ 金融収益が増加したほか、投資信託残高の積上げやFXや純金などの取引好調により、過去最高の
半期営業収益を達成

2024年12月期上半期
（2024年1～6月）

2025年12月期上半期
（2025年1～6月）

前年同期比増減率

営業収益 64,199 70,627 +10.0%

純営業収益 61,405 65,257 +6.3%

販売費・
一般管理費

45,383 48,818 +7.6%

営業利益 16,022 16,438 +2.6%

経常利益 15,811 16,124 +2.0%

当期純利益 10,929 5,584 ▲48.9%

（単位：百万円）
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2025年12月期上半期 連結販売費・一般管理費

2024年12月期上半期
（2024年1～6月）

2025年12月期上半期
（2025年1～6月）

前年同期比増減率

販売費・一般管理費 45,383 48,818 +7.6%

取引関係費 26,796 28,543 +6.5%

広告宣伝費 6,764 5,511 ▲18.5%

人件費 3,730 4,066 +9.0%

不動産関係費 1,198 1,374 +14.7%

事務費 7,160 7,680 +7.3%

減価償却費 5,165 5,710 +10.6%

その他 1,332 1,443 +8.3%

（単位：百万円）

◼ 取引ボリュームの拡大やシステム投資の増加に伴い、取引関係費・減価償却費が増加
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収益の分散化状況

株式
デリバティブ

投資信託
債券 FX 金融収益 その他

17.4%

29.6%

22.3%

17.0%

13.7%

14.3%

39.4%

32.5%

7.2%

6.6%

25年1-6月

23年1-6月
※手数料無料化前
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2025年12月期上半期 業績ハイライト

総合口座数

1,256万口座

前年同期末比
+10.8%

前年同期比
▲46.0%

新規口座数

62.4万口座

前年同期末比
+40.1%

15.3兆円

投資信託残高

前年同期末比
+12.2%

月額2,434億円

投資信託積立設定額

前年同期比
+4.1pts

41.5%
（2025年1-6月）

国内株式（個人）
マーケットシェア

前年同期末比
▲5.0%

1.0兆円

信用残高

前年同期末比
+22.4%

39.6兆円

預り資産

（2025年1-6月）

*2025年6月末時点
 マーケットシェアの分母：国内株式個人委託売買代金（二市場+ETFおよびREIT売買代金）、分子：楽天証券の国内株式売買代金。投資信託残高は、国内外ETFを除く
※1：各社ウェブサイト上での開示情報により楽天証券にて集計。SBI証券は単独口座数非開示のため2021年3月末時点の口座数、野村證券および大和証券は残あり顧客口座数、

  SMBC日興証券は総合口座数
※2：金融庁「NISA口座の利用状況調査（令和6年12月末時点）」および各社ウェブサイト上での開示情報により、楽天証券にて集計

No.1！*1

前年同期比
▲41.8%

NISA新規口座数

56.3万口座

前年同期末比
+18.2%

653万口座

NISA口座数
No.1！*2

前年同期末比
+4.5%

6.1兆円

マネーブリッジ
利用残高
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21/06 21/09 21/12 22/03 22/06 22/09 22/12 23/03 23/06 23/09 23/12 24/03 24/06 24/09 24/12 25/03 25/06

総合口座

◼ 総合口座数は2025年1月に1,200万口座を突破

うち楽天会員数
85.8％

総合口座数

+10.8％
前年同期末比

1,256万口座
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◼ 総合口座の稼働率は67.3％、NISA口座の稼働率は76.3％

◼ NISAを通じた資産形成層の拡大で稼働率が向上している

55.0%

57.0%

59.0%

61.0%

63.0%

65.0%

67.0%

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

21/06 22/06 23/06 24/06 25/06

稼働状況

総合口座 稼働率

稼働率

67.3％

稼働口座数 845万口座

NISA口座 稼働率

1,256万口座 653万口座

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

21/06 22/06 23/06 24/06 25/06

稼働率

76.3％

稼働口座数 498万口座

*稼動口座：基準日から起算して1年間（NISA口座は基準日が属する年）に取引をおこなった、もしくは、基準日時点で残高がある口座
*NISA口座： 23年12月以前は、ジュニアNISAを含む
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投資信託
+40.1% 前年同期末比

21/06 21/09 21/12 22/03 22/06 22/09 22/12 23/03 23/06 23/09 23/12 24/03 24/06 24/09 24/12 25/03 25/06

預り資産

円貨建て資産
+14.0% 前年同期末比

預り資産残高

外貨建て資産
+10.1% 前年同期末比

+22.4%
前年同期末比

39.6兆円

*投資信託には外貨建てMMFおよびMRFを含む *円貨建て資産には投資信託を除く、楽天銀行マネーブリッジ自動スイープ分含む
*外貨建て資産には各種通貨建て預り金・外国債券・外国株式・海外先物証拠金（ドル建て）を含む

◼ 口座拡大や投資信託残高の堅調な増加に伴い預り資産残高は39.6兆円超（前年同期末比+22.4％）に
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21/Q2 21/Q3 21/Q4 22/Q1 22/Q2 22/Q3 22/Q4 23/Q1 23/Q2 23/Q3 23/Q4 24/Q1 24/Q2 24/Q3 24/Q4 25/Q1 25/Q2

国内株式 売買代金

◼ 委託手数料無料化および相場変動の影響により、4-6月期は77兆円超（前年同期比+21.8％）で
過去最高

国内株式 売買代金 77.3兆円

+21.8%
前年同期比
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国内株式 委託個人売買代金シェア

◼ 楽天証券の国内株式 委託個人売買代金の業界シェアは、前年同期の37.4％から41.5％に増加

二市場の個人委託売買代金などに対する楽天証券シェア

41.5％

楽天証券

2025年1-6月

*株式個人委託売買代金は二市場+ETFおよびREIT売買代金
*出所：東京証券取引所開示資料より楽天証券集計

+4.1pts
前年同期比
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国内株式 株主数増加への貢献

◼ 日本国内の2024年度（10-3月期）の国内株式株主数は、前年から74万人増加※

◼ 同期間における楽天証券の国内株式保有者は68万人増加しており、大きく貢献

◼ 楽天証券におけるNISA 成長投資枠を通じた国内株式保有者数は、楽天証券全体の47％を占める

全体 当社

楽天証券
国内株式保有者数

国内全体国内株式
個人株主数（名寄せ人数）

国内株式 個人株主数 楽天証券 NISA 成長投資枠国内株式保有割合

※出所： 証券保管振替機構「株式等振替制度 株式５ 属性別株主数状況（人数）【６か月累計】」より

2025年3月末

＋74万人
前年同期末比

24/03 25/03 24/03 25/03

＋68万人
前年同期末比

47.1％
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24/06 24/09 24/12 25/03 25/06

◼ 金融収益は、145億円（前年同期比+7.0％）と伸長

◼ 国内株式の信用残高は、前年同期末比▲5.0％となるも、金利上昇に伴う財務収益改善が貢献

金融収益 国内株式 信用残高

24/Q2 24/Q3 24/Q4 25/Q1 25/Q2

国内株式 金融収益・信用残高

+7.0％

前年同期比

145.0億円 ▲5.0％

前年同期末比

信用収益 77.6億円
▲5.3％ 前年同期比

信用収益外 67.4億円
+25.8％ 前年同期比

1.0兆円
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米国株式

◼ 米国株式関連収益は、前年同期比+0.2％

◼ 米国株式の預り資産残高も、前年同期末比+8.4％

◼ 2025年3月24日より、シカゴ・オプション取引所（Cboe）に単独上場する銘柄の取扱いを開始

24/06 24/09 24/12 25/03 25/06

米国株式 信用残高

24/06 24/09 24/12 25/03 25/06

米国株式 預り資産残高

24/Q2 24/Q3 24/Q4 25/Q1 25/Q2

収益

+0.2％

前年同期比

+8.4％

前年同期末比

▲0.2％

前年同期末比
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24/06 24/09 24/12 25/03 25/06

◼ 投資信託関連収益は、残高の堅調な増加により、前年同期比+22.9％

◼ 投資信託の残高は、前年同期末比+40.1％と順調に増加し、15兆円を突破

24/Q2 24/Q3 24/Q4 25/Q1 25/Q2

投資信託

+22.9％

前年同期比

販売手数料収入
▲37.4％ 前年同期比

信託報酬収入
+38.9％ 前年同期比

+40.1％

前年同期末比

45.0億円 15.3兆円

*投資信託残高は、国内外ETFを除く

投資信託関連収益 投資信託残高
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24/06 24/09 24/12 25/03 25/0624/Q2 24/Q3 24/Q4 25/Q1 25/Q2

投資信託

◼ 販売額は、前年同期比▲2.1％の1.3兆円

◼ 保有者数は、前年同期末比+14.8％と608万人超（積立設定者数の割合は75.8％）

▲2.1％

前年同期比

+14.8％

前年同期末比

608万人投信積立者割合 75.8%
1.3兆円

投資信託販売額 投資信託保有者数・積立設定者数
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積立設定額

積立買付額

投資信託 積立の成長

◼ 投信積立設定額は2,434億円超（前年同期末比+12.2％）まで増加

◼ 25年第2四半期に一時減少に転じたものの、直近では再び増加に転じる

2,434億円 +12.2%
前年同期末比

積立買付額 2,354億円

+14.4％ 前年同期末比
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投資信託の積立設定金額状況

◼ 新規口座数の減少による新規設定額の減少、設定増額の減少 および 設定減額の増加 が要因で、
積立設定総額が2025年3～5月に減少

◼ アンケートによると、設定減額の理由は「物価高による出費増に伴う減額」が最大

出費増加のため、投資額を減らす必要があった

相場下落が大きく、不安に感じたから

今までの積立金額が大きすぎていた

NISA投資枠内で配分or銘柄変更を行うから

他の証券会社へ移管するから

その他

*アンケート期間：2025年5月16日～同年5月31日

増額

再設定

新規設定

減額

設定解除

25/01 25/02 25/03 25/04 25/05 25/06

投資信託の積立設定状況 投資信託の積立設定を減額・解除したお客様への
アンケート結果
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24/06 24/09 24/12 25/03 25/0624/06 24/09 24/12 25/03 25/05

iDeCo（個人型確定拠出年金）

◼ 加入者、残高は順調に増加

◼ 加入者および運用指図者数は97万人を突破。残高は1.3兆円に迫る勢い

投資信託 1.19兆円

定期預金他 933億円

残高の92.7%
国内シェア+20.8% +13.0％

24年6月末比

97万人
1.29兆円

*国民年金基金連合会メールマガジンの現存加入・運用指図者数より（2025年5月時点） *過去に加入・移換・運営管理機関変更された方もすべて対象

iDeCo加入者数 iDeCo残高
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◼ IFA顧客口座数は順調に増加し、20万人目前

◼ 預り資産残高も前年同期末比+19.5%の2.0兆円にまで拡大

24/06 24/09 24/12 25/03 25/0624/06 24/09 24/12 25/03 25/06 24/06 24/09 24/12 25/03 25/06

IFAビジネスの成長

+26.6％

前年同期末比

2.0兆円19.5万人 +19.5％

前年同期末比

4,756人
契約仲介業者数：139社

契約アドバイザー数IFA顧客預り資産残高IFA顧客口座数
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◼ トレーディング損益は、2025年4-6月期は78.2億円（前年同期比+3.1％）

23/Q3 23/Q4 24/Q1 24/Q2 24/Q3 24/Q4 25/Q1 25/Q2

トレーディング損益

+3.1％
前年同期比

78.2億円

FX・CFD等
+6.4% 前年同期比

債券
▲2.0% 前年同期比
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24/06 24/09 24/12 25/03 25/0624/06 24/09 24/12 25/03 25/06

◼ 債券保有残高は、前年同期比+10.4％となる7,525億円に。うち、外債は6割を占める

◼ 保有者数は、前年同期末比+16.8％と12.8万超に

債券

+10.4％

前年同期末比

+16.8％

前年同期末比

12.8万人
外債割合 60.4% 7,525億円

債券保有残高 債券保有者数
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NISA 口座数の状況

◼ 2025年6月末時点のNISA口座は、653万口座

◼ NISA口座開設者は、約半数を30代以下・女性が占める

*稼動口座数は2025年1月から6月末までに取引をおこなった、もしくは、残高がある人

NISA口座
成長投資枠 つみたて投資枠

口座数 653万 - -

稼働口座数 498万 262万 437万
（稼働率） 76.3% 43.6% 72.8%

20代以下

34.0％

40代

19.3％

30代

24.5％

50代

14.4％

60代以上

7.8％

女性

49.1％
男性

50.9％

NISA口座数（2025年6月末） NISA口座開設者 属性
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◼ 2025年1-6月の購入金額のうち、71％は成長投資枠。投資信託は、両枠あわせて68％を占める

◼ 外国資産の割合は約7割と、外国資産への投資を視野に新NISAを活用される方が依然として多数

新NISA 購入の傾向

つみたて投資枠：29%成長投資枠：71%

株式：45% 投資信託：55%

国内株式：82％ 外国株式
：18%

投資信託：68%国内株式：26％ 外国株式
：6%

国内株式：26％ 外国株式
：6%

国
内
資
産
：
3

%

外国資産：37％ 外国資産：26％

国
内
資
産
：
2

%

*購入金額：2025年6月30日約定ベース
*外国資産：外国株式および、外国資産に投資する投資信託（オルタナティブ、バランスファンド除く）

外国資産の割合

69％

新NISAに占める購入金額（約3.2兆円）の内訳（2025年1-6月）



28

国内株式金額指定サービス「かぶピタッ 」開始（2025年7月16日～）

◼ 米国で「フラクショナル」として知られる、金額指定国内株式取引サービスを提供

◼ 値がさ株への少額投資により、ポートフォリオを組みやすくなり、若年層中心に米国で普及

◼ NISA成長投資枠を上限ピッタリまで利用可能になるほか、取引額があらかじめ自分で決められるの
で家計管理も無理なく可能に
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「楽天・マネーファンド」投入（2025年6月5日～）

◼ 株式や投資信託などの購入までの余裕資金を有効活用できる機会を拡げられるMRF、
「楽天・マネーファンド」の取扱いを開始

◼ 金利ある世界において、安全性と、お客様のタイミングでいつでも※追加・引出しが可能な流動性を
あわせ持ち、銀行の普通預金金利より高い利回りを期待することができる

◼ みずほ信託銀行が、受託会社として資金を保管・管理。楽天×みずほの連携強化の一環

MRFの平均利回りランキング（2025年6月末時点）

*各社ウェブサイトの掲載データなどをもとにQUICK資産運用研究所がランキングを
作成、利回りは過去7日平均

No MRF名称（略称） 運用会社
平均利回り
年率（％）

1 楽天・マネーファンド
楽天投信
投資顧問

0.4480 

2 三菱UFJ MRF
三菱UFJ

アセットマネジメント
0.3909 

3 三井住友MRF
三井住友DS

アセットマネジメント
0.3299 

4 野村MRF
野村

アセットマネジメント
0.3200 

5 日本MRF
SBI岡三

アセットマネジメント
0.3055 

※：運用額に追加した翌日から運用開始、
引出申込（16時まで）の翌営業日に現金化可能

楽天 × みずほ 連携
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証券担保ローン開始（2025年2月～）

◼ お客様が楽天証券に保有・運用する資産を、資産づくりをつづけながら、有効に活用できるサービ
スとして、証券担保ローンの提供を開始

◼ 借入金の資金使途は原則自由で、予期せぬ支出イベントの際に資金を用意することが可能

◼ 今後、担保対象商品の拡充を予定

「楽天銀行 証券担保ローン」（2025年6月～）

国内
株式

担保の対象

「マネーブリッジ」設定済みのお客様向け

借入額 1万円～

証券担保ローン（2025年2月～）

IFA口座を利用のお客様向け

※

※：ETF含む

外国
債券

担保の対象借入額 100万円～
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債券販売の拡充

◼ 楽天カード株式会社の無担保社債など、大型の個人向け新発債券の取扱いが増加

◼ 2025年6月末までの新発債券の引受・委託金額は、すでに2024年年間総額を上回る勢い

◼ 特に、楽天カード発行の「楽天カードマン債」と楽天グループ発行の無担保社債は即時完売

2025年上半期 おもな取扱銘柄

楽天 × みずほ 連携
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スマートフォン向け資産づくりアプリ「iGrow®」100万ダウンロード突破

◼ 「iGrow🄬」利用者の約半数が30代以下の若年層、8割以上が投資信託を保有

◼ 2025年6月27日より、配当・分配・利金の管理機能を追加。
お客様が保有する金融商品から年間で得られる予想金額が、グラフなどで視覚的に確認可能に

◼ 提供開始から約6カ月の2025年6月で、100万ダウンロードを突破

「iGrow🄬」利用者 商品保有率「iGrow🄬」利用者 属性

20代以下

18.7％

40代

25.0％

30代

28.7％

50代

18.8％

60代以上

8.8％

米国株式

国内株式

投資信託 84.6％

49.8％

25.8％
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AI活用の投資情報を拡充（2025年7月27日～）

◼ AIが分析した国内＆米国株式の投資情報を無料提供

◼ イスラエルの金融AIインテリジェンス企業、BridgeWise社とパートナーシップ契約締結により実現

◼ AIによる新たな分析結果を投資活動に活かせる機会の拡充

AI分析サマリー

「総合評価」

「目標株価」

「財務評価（業界別）」

「パフォーマンス」

＋

対応言語

25種類

全世界利用者数

2,500万人

銘柄カバー率

90％

全世界の

AIによる
レポート生成数

1,000万件

*2025年7月30日現在、BridgeWise社開示資料より抜粋

BridgeWise社の特徴

／四半期
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AI による業務効率化

◼ 楽天証券の社内業務に最適化された、専用の生成AIチャットの利用率は80％超

◼ AIを活用した、新サービスの開発や人材開発・育成の研修などにより、提供開始までの期間を短縮

楽天証券 社内専用生成AIの利用率

81.6%

2025年6月末時点

～80%

Coding Data
Analysis

Document
Creation

Creative 
Design

CRM

Customer 
Support

Knowledge 
Retrieval 

Learning & 
Development

Translation Meeting
Notes

AI活用により提供までの期間を

に短縮
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米国株式取引24時間化への対応：24Xへの出資

◼ 米国フィンテック企業の24X US Holdings LLCに楽天証券ホールディングスが出資（2025年5月）

◼ 24X US Holdings LLCは米国株式取引の24時間化を目指す

◼ 楽天証券は、米国株式取引の24時間化にいち早く対応する

※：Statement on the Commission’s Approval of the 24X National Exchange Application for Registration as a National Securities Exchange by SEC;
https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624

出資

24X US Holdings LLC
・本社：米国デラウェア州
・設立：2021年9月28日

・CEO：Dmitri Galinov

24X National
Exchange LLC

米国の証券取引所として初めて※、
平日23時間の株式取引サービスを米
国証券取引委員会（SEC）から承認

完全子会社

https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624
https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624
https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624
https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624
https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624
https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624
https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624
https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624
https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624
https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624
https://www.sec.gov/newsroom/speeches-statements/peirce-crenshaw-statement-24x-112624
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25/01 25/02 25/03 25/04 25/05 25/06 25/07

A社

B社

C社

JAX

◼ 2024年8月に楽天証券ホールディングス株式会社などが出資し設立したJapan Alternative Market株
式会社（JAX）とのSOR接続を開始（2025年2月～）

◼ 2025年6月下旬以降、売買代金シェアは2番手へ。Cboeジャパンは8月末をもって国内PTS終了を表
明（2025年7月24日）

◼ 2025年夏中には、夜間取引にも対応開始の予定

PTS事業の急成長：JAXのシェア拡大

PTS市場における売買代金シェア

*各社ウェブサイトに掲載された売買代金のデータをもとに楽天証券作成
  2025年7月は、同年7月1日（火）～25日（金）の売買代金、A社は、同期間の各週日次平均売買代金をもとに算出

35.8％
PTS市場シェア
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◼ 楽天証券と〈みずほ〉、両者の強みを活かした連携を強化し、新しいサービスや価値を提供

〈みずほ〉との職域ビジネス

✓ 「職場つみたてNISA」、金融経済教育の
協同提供開始（ラインアップを順次拡充）

✓ みずほ銀行と取引のある法人のお客様に
「職場つみたてNISA」を導入いただくことで、
従業員に楽天証券のNISAサービスを提供

従業員企業

制度導入支援
NISAサービス

奨励金支給

×

金融経済教育

➢ 国内上場企業約8割を含む数多くの企業とのお取引

➢ 法人取引に基づく、事業・財務・人事戦略の把握・
人事部門とのリレーション

➢ 法・個対面チャネル、対面コンサルティング機能

➢ 個人に対する総合金融サービス

➢ 個人のお客様における圧倒的なシェア

➢ 優れたUI／UX、高い利便性

➢ 豊富な商品ラインアップ・業界最低水準手数料

➢ 「楽天ポイント」をはじめとする楽天エコシステム
（経済圏）との接続による高い利得性

楽天 × みずほ 連携
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◼ 2025年5月2日に補償方針を、同年7月25日に具体的な補償内容・手続きなどを公表

◼ 社内調査の結果、ID・パスワード・取引暗証番号を含む個人情報や資産の流出はなし

◼ 一方、以前よりセキュリティ対策を講じるも、お客様への周知が行き届いていなかった点などを
総合的に判断

補償方針について

被害額※1の50%を基本として金銭にて補償

被害額に対する補償

不正アクセスによる取引で発生した売買手数料を返金

手数料の返金

被害に遭われたお客様へ一律10,000円のお見舞金※2をお支払い

お見舞金のお支払い

2025年7月より順次
補償手続きに関する
ご案内書類を郵送

※1：被害額の算定は、以下の合計額を「被害額」と定義
  ①「不正アクセスにより買付けされた有価証券」の売却による損失額

  ②「不正アクセスにより買付けされた有価証券」を継続保有されている場合の評価損失額
  なお、「お客様が元々保有されていた有価証券」の不正アクセスによる売却については、被害額算定の対象外。詳細は、お客様ごとの不正アクセスによる取引状況を踏まえつつ、
  確認・検証を進めてまいります。
※2：お見舞金の対象は、「お客様が元々保有されていた有価証券」の不正アクセスによる売却のみの場合も、お見舞金の対象とさせていただきます。
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2025年3月21日（金） 楽天証券からの注意喚起強化

2025年3月21日（金） 中国株式 一部銘柄の買い注文停止

2025年3月23日（日） リスクベース認証※ ログイン時に導入

2025年4月16日（水） 米国株式 一部銘柄の買い注文停止

2025年5月2日（金）
リスクベース認証※ ログイン時全チャネル適用
取引アプリの最新化によるセキュリティ強化
（全旧バージョン切り）

2025年5月25日（日） リスクベース認証※ 発注時に導入

2025年6月1日（日） 絵文字「ログイン追加認証」 全チャネル必須化

2025年6月27日（金） リスクベース認証※ 発注時全チャネル適用

これまでのセキュリティ対策

◼ お客様に安心・安全な取引をいただくべく、セキュリティ対策の強化に取り組む

◼ セキュリティ対策に加えて、ウェブサイトなどを通じたお客様への注意喚起を積極的に実施

2018年10月28日（日）
「MARKETSPEED II🄬」に生態認証でのログイン
「あんしんログインサービス」 導入

2020年11月29日（日） 二要素認証（SMS） 出金関連手続きに導入

2021年4月4日（日） ログインパスワード 複雑化

2021年9月19日（日） 絵文字「ログイン追加認証」 導入

2023年5月28日（日） 取引暗証番号 複雑化

2024年7月11日（木） 証券総合口座の一時利用停止を24時間365日可能に

これまでのおもなセキュリティ対策

※：不審なアクセスの可能性を自動で検知・追加の本人確認

メールやお知らせ、SNSなどを通じ、パスワード・暗証番号の
使い回しなどに対する注意喚起を継続的に実施
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これまでのセキュリティ対策
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◼ 2025年秋頃を目途に「パスキー認証」（FIDO2）の導入を予定

今後のセキュリティ対策

顔認証や指紋認証など
の

「パスキー認証」
（FIDO2）

2025年秋頃 導入！

現在のログイン方法

ログインID・PW

＋

今後のログイン方法

ログインID・PW
＋

or
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セキュリティ対策：絵文字「ログイン追加認証」

◼ バンクガード社が取得した特許技術による絵文字「ログイン追加認証」
フィッシング詐欺などの防止にも高い効果が期待できるとされており、2021年より導入、
2025年6月1日より全チャネル必須化

◼ 数千種類の絵文字が毎回変わるため推測が困難なだけでなく、絵文字自体も複製が難しいものを
採用

数千種類の

絵文字を採用

視覚的
にわかりやすい

絵文字の複製

困難
特許取得
技術を活用

絵文字「ログイン追加認証」の強み
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金融経済教育：ファンドマネージャーに注目！個人に向けて運用責任者が語る

◼ 投資初心者の方の資産づくりをサポートしてきた人気プログラム「資産づくりカレッジ®」に、
国内独立系運用会社のアクティブファンドマネージャーが出演

◼ 自らのポリシーや知識、経験、手法を語ってもらう動画を配信
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新規口座開設者 属性

◼ 若年層（30代以下 57.4%）・女性層（47.1%）・初心者（76.5％）を中心に幅広く口座獲得

◼ 投資・資産形成がより大衆に浸透

年代 性別 投資経験

2020年
1-6月

2025年
1-6月

女性

37.5％

男性

62.5％

20代以下

32.0％

40代

21.0％

30代

30.8％

50代

11.3％

60代

4.9％
初心者

71.4％
経験者

28.6％

女性

47.1％

男性

52.9
％

20代以下

36.0％

40代

18.2％

30代

21.4％

50代

14.9％

60代

9.5％

初心者

76.5％

経験者

23.5％

20代以下は、3割超

30代以下は、5割超に 女性比率、約5割に 初心者比率、7.5割超に

*楽天証券の口座開設時アンケートにて、投資経験無しとの回答があったお客様を初心者、投資経験有りとの回答があったお客様を経験者と定義
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既存口座開設者 属性

◼ 若年層（30代以下 44.7%）・女性層（42.6%）の顧客属性分布に

2020年6月

2025年6月

女性

32.2％

男性

67.8％

20代以下

14.0％

40代

27.6％

30代

25.0％

50代

18.5％

60代以上

14.9％

女性

42.6％

男性

57.4％

20代以下

20.0％

40代

23.4％

30代

24.7％

50代

18.5％

60代以上

13.3％

20代以下、2割

30代以下は、約5割に 女性比率、4割超に

年代 性別
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楽天エコシステム×投信積立：「楽天カード」、「楽天キャッシュ」決済

◼ 2018年10月末より「楽天カード」クレジットカード決済サービスを開始、
2024年3月（同年4月積立購入分）から、上限額を月10万円に引上げ

◼ 2022年6月末より「楽天キャッシュ」決済サービスを開始

◼ 楽天グループ連携の決済手段利用者は、投信積立利用者の93.6%

投信積立設定者数に占める楽天グループ連携決済

24/06 24/09 24/12 25/03 25/06

楽天カードクレジット決済

楽天キャッシュ決済

楽天銀行（マネブリ含む）

その他

楽天グループ連携
決済手段利用者

93.6％
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21/06 22/06 23/06 24/06 25/06

◼ 「マネーブリッジ」利用者数は、前年同期末比+13.1％の5.8百万人に

◼ 本サービス利用者の普通預金残高は、前年同期末比+4.5％の6.1兆円

「マネーブリッジ」利用者の普通預金残高

21/06 22/06 23/06 24/06 25/06

未利用者数

利用者数

利用率

楽天銀行との連携： 「マネーブリッジ」楽天証券×楽天銀行の口座連携

楽天証券「マネーブリッジ」利用者

+13.1％

前年同期末比

+4.5％

前年同期末比

残高6.1兆円5.8百万人

利用率 46.8%
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ポイント活用口座率

61.0％

21/6 22/6 23/6 24/6 25/6

ポイント獲得・利用口座数 

ポイント未獲得・未利用口座 

ポイント活用口座率 

ポイント活用

◼ 2017年8月に「ポイント投資（投資信託）」を開始し、2018年9月より投信積立での利用開始

◼ 2025年6月時点で稼働口座の6割超がポイントを活用

*ポイント活用口座率：稼働口座に占めるポイント獲得・利用口座の割合

ポイント活用状況
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楽ラップ 1,136億円

▲1.8% 前年同期末比

らくらく投資 1,520億円

+65.6% 前年同期末比

ウェルスナビ×R 82億円

+653.7% 前年同期末比

◼ 3つのロボアドバイザー（投資一任型「楽ラップ」、資産形成型「らくらく投資」、「ウェルス
ナビ×R」）の利用者数は44.7万人（前年同期末比+24.7％）、残高は2,738億円（前年同期末比
+31.3%）と大きく増加

ロボアドバイザー 「楽ラップ」、「らくらく投資」、「ウェルスナビ×R」

+31.3％
前年同期末比

利用者数 44.7万人

+24.7％ 前年同期末比

2, 738億円

楽ラップ：  4.5万人

らくらく投資：37.8万人

ウェルスナビ×R：2.2万人

ロボアドバイザーの残高と利用者数
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◼ トランプ関税と相場波乱への対策、インフレと金利が当たり前にある時代の過ごし方など、消費
者の疑問・不安解消のための企画を配信

◼ YouTubeは、個人投資家、カリスマアナリスト、学生、インフルエンサーに取材し「リアリティ
と説得力のあるお金の話」を増量

金融経済教育：トウシル／YouTube／SNS

トウシルWEB

153万UU

YouTube

40.6万登録

Instagram

7.5万フォロワー

TikTok

7.1万フォロワー

トウシルApp

26万DL

YouTube本数

696本

*トウシルWEBは2025年6月末時点、トウシルApp、Instagram、TikToK、YouTubeは2025年7月25日時点、YouTube本数は2025年1～6月の通常動画とショート動画の本数合計
※：主要ネット証券（口座数上位5社：SBI証券、松井証券、マネックス証券、三菱UFJeスマート証券、楽天証券（五十音順））で比較（2025年7月25日、楽天証券調べ）

業界
最多

※

業界
最多

※
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金融経済教育：オンライン・オフラインセミナー強化

◼ あらゆる層に向けた情報発信を、適切なチャネル・頻度で実施

◼ 大規模イベントや全国で開催するセミナーを通してお客様に直接お会いし、疑問や要望に応える

◼ 下半期も各種セミナーなどを通じた金融経済教育活動を実施予定

若年層
「資産づくりスクール 」、

親子向けセミナー、SNS

初心者層

中上級者層

「資産づくりカレッジⓇ」、

NISA・iDeCo関連セミナー、SNS

「投資アカデミー」、

「FX・CFDアカデミー」、

トウシルYouTube、SNS

会場型イベントを通じたサポート
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受賞：顧客満足度

◼ 2025年上半期、オリコン実施の顧客満足度調査®で3つの総合1位を獲得

◼ 投資をはじめたばかりの初心者の方を中心に、取引のしやすさや情報提供などの項目の評価から、
総合1位を受賞

ネット証券

4度目の総合1位
（2021～2022、2024～2025）

NISA 証券会社

2年連続総合1位
（2024～2025）

iDeCo証券会社(FP評価)

初調査で総合1位

*「2025年 オリコン顧客満足度®ランキング ネット証券」、「2025年 オリコン顧客満足度®ランキング NISA 証券会社」、「2025年 オリコン顧客満足度®調査 iDeCo証券会社
（FP評価） 」にて、それぞれ総合1位受賞

2025年 オリコン顧客満足度®調査
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本資料に記載されている事項は、当社のご案内の他、事業戦略等に関する情報の提供を目的と
したものであり、当社の発行する株式もしくは親会社である楽天グループ株式会社の発行する
株式、その他の有価証券への投資の勧誘を目的としたものではありません。本資料に記載され
た意見や予測などは資料作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するもので
はありません。様々な要因の変化により、実際の業績や結果とは大きく異なる可能性があるこ
とを御承知おきください。文中に記載の会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。

楽天証券株式会社

金融商品取引業者：関東財務局長（金商）第195号、商品先物取引業者、銀行代理業許可：関東財務局長（銀代）第302号、確定拠出年金運営管理機関登録番号774

貸金業登録番号：東京都知事（1）32007号

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、日本商品先物取引協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、

日本貸金業協会会員 第006365号
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